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２．モデル事業の実施パターン

訪問看護の機能集約及び基盤強化促進

同法人内の訪問看

護事業所の統合また

は1事業所内の大規

模化

看護職員（常勤換

算）10人以上、利用

者数100人以上を目

安

大規模化により経

営・運営の効率化を

図る

１）大規模化

別法人の訪問看護

事業所同士がﾈｯﾄ

ﾜｰｸを組んで、効率

化のために一元化

し、協働で実施

訪問看護関連業務

の負担を軽減し、経

営・運営の効率化を

図る

２）ﾈｯﾄﾜｰｸ化 ３）ＩＴ化

請求業務、訪問看

護業務記録や外部

への情報提供書等

について、IT化を適

切に促進するため

に、センター化・外

注も視野に入れ、書

類作成業務の効率

化や情報利活用の

推進を図る

訪問看護事業所の機能集約及び基盤強化促進
に関する調査研究事業(山田班、川村班）

訪問看護業務記録の
IT化促進事業



6


